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第
８
回
　
対
馬
少
年
の
主
張
大
会

最
優
秀
賞�

　
　
題
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己
の
ご
と
く
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小

田

智

彦
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２
月
15
日
、
対
馬
市
公
会
堂
で
、

平
成
20
年
度
第
８
回
対
馬
少
年
の

主
張
大
会
（
対
馬
市
青
少
年
健
全

育
成
連
絡
協
議
会
・
対
馬
市
教
育

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
市

内
各
町
の
代
表
12
名
が
日
頃
の
思

い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
交
流
、

い
じ
め
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
様
々

な
問
題
を
、
中
学
生
の
視
点
で
し

っ
か
り
と
と
ら
え
、
堂
々
と
語
る

決
意
や
提
言
に
、
市
民
約
2
2
0

人
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
南
陽
中
学
校
２

年
小
田
智
彦
く
ん
の
「
己
の
ご
と

く
」
が
選
ば
れ
、
今
年
８
月
に
行

わ
れ
る
少
年
の
主
張
長
崎
県
大
会

に
対
馬
市
代
表
と
し
て
参
加
し
ま

す
。
ま
た
、
優
秀
賞
に
は
、
西
部

中
学
校
１
年
森
悠
太
郎
く
ん
の

「
環
境
問
題
と
美
し
い
対
馬
の
自

然
」
と
佐
須
中
学
校
２
年
西
山
沙

希
さ
ん
の
「
わ
か
り
あ
う
心
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
日

本
は
、
今
と
て
も
平
和
で
、
世
界

で
も
有
数
の
経
済
大
国
で
す
。
し

か
し
、
世
界
に
は
、
戦
争
や
紛
争

の
絶
え
な
い
国
が
数
多
く
あ
り
、

子
ど
も
が
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
て

い
る
。
戦
場
に
立
ち
、
銃
を
握
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
詳
し
い
事

情
を
知
ら
ず
た
だ
た
だ
「
敵
を
殺

す
」
そ
れ
が
正
し
い
道
、
や
る
べ

き
使
命
だ
と
信
じ
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
私
は
今
14
歳
で
す
。
こ
の
年

で
銃
を
握
り
、
人
を
殺
す
、
想
像

で
き
な
い
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

　
日
本
も
か
つ
て
戦
争
を
し
て
い

ま
し
た
。
私
の
想
像
を
こ
え
た
恐

ろ
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
過
去
を

見
直
し
、
学
ぶ
こ
と
で
す
。

　
８
月
９
日
に
平
和
集
会
を
行
い
、

集
会
の
朗
読
劇
の
中
で
、
自
ら
被

爆
し
な
が
ら
被
爆
者
の
手
当
を
し

た
医
者
、
永
井
隆
さ
ん
を
演
じ
ま

し
た
。

「
私
の
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
か
。

そ
れ
よ
り
も
怪
我
を
し
た
人
を
早

く
」
私
は
、
彼
の
人
に
対
す
る
思

い
の
強
さ
を
痛
い
ほ
ど
感
じ
ま
し

た
。

　
ど
ん
な
極
限
状
況
の
中
で
も
、

人
は
生
き
た
い
と
願
い
、
そ
し
て

で
き
る
こ
と
な
ら
生
か
し
て
や
り

た
い
と
望
む
の
で
し
ょ
う
。

永
井
さ
ん
が
残
し
た
「
己
の
ご
と

く
人
を
愛
せ
よ
」
。

　
世
界
中
の
人
が
自
分
を
愛
す
る

よ
う
に
人
を
愛
し
た
ら
、
き
っ
と

世
界
の
中
か
ら
争
い
は
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
永
井
さ
ん

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

　
世
界
中
に
人
が
「
己
の
ご
と

く
」
自
分
の
近
く
に
い
る
人
を
愛

せ
た
ら
、
み
ん
な
が
み
ん
な
自
分

を
思
う
よ
う
に
人
を
愛
せ
た
ら
、

み
ん
な
が
み
ん
な
自
分
を
思
う
よ

う
に
人
を
大
切
に
思
う
心
を
持
っ

て
生
き
ら
れ
た
ら
。
き
っ
と
小
さ

な
争
い
も
、
大
き
な
戦
争
も
な
く

な
る
は
ず
で
す
。

「
己
の
ご
と
く
人
を
愛
せ
よ
」

私
は
ま
ず
自
分
の
身
近
に
い
る
人

を
大
切
に
思
い
、
心
の
輪
を
、
平

和
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
つ
か
必
ず
、
遠
く
の

戦
場
で
銃
を
持
た
さ
れ
る
子
ど
も

が
い
な
く
な
る
よ
う
。
世
界
が
平

和
に
な
る
日
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
。
（
※
内
容
の
一
部
は
抜
粋
、省
略
し

　
　
　
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

な
お
、
対
馬
地
区
保
護
司
会
の
審

査
に
よ
る
平
成
21
年
度
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
長
崎
県
弁
論
大
会

の
対
馬
代
表
に
は
、
仁
田
中
学
校

２
年
高
野
大
希
く
ん
の
「
知
っ
て

ほ
し
い
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

発表した12人の生徒の皆さん�

堂々と発表する小田くん�

「
つ
し
ま
っ
子
」が
語
る�

　
　
様
々
な
想
い�

・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
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豊
玉
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ

た
陸
上
競
技
教
室
で
は
、
小
中
学

生
約
1
9
0
人
が
、
十
八
銀
行
陸

上
部
（
長
崎
市
）
の
扇
ま
ど
か
さ

ん
か
ら
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

　
扇
さ
ん
は
対
馬
市
上
県
出
身
で
、

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
昨
年

５
位
、
今
年
は
８
位
に
入
賞
す
る

な
ど
全
国
区
の
実
力
者
で
、
女
子

マ
ラ
ソ
ン
界
の
明
日
を
担
う
選
手

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
教
室
で
は
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
を
指

導
。特
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
は
、「
無

駄
に
体
力
を
使
わ
な
い
た
め
に
は
、

体
の
中
心
軸
を
揺
ら
さ
な
い
よ
う

に
走
る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
、
参
加
者
と
一
緒
に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
扇
さ

ん
は
「
つ
し
ま
っ
子
と
い
う
誇
り

と
自
信
を
持
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
、

「
自
分
自
身
も
こ
の
よ
う
な
指
導

を
す
る
こ
と
が
初
め
て
、
こ
の
経

験
を
今
後
の
競
技
に
い
か
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
豊
玉
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で

は
、
大
浦
正
文
さ
ん
（
島
原
市
商

業
高
校
監
督
）
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
指
導
を
行
い
約
1
6
0
人
が

参
加
。
レ
シ
ー
ブ
の
重
要
性
や
ス

パ
イ
ク
の
打
ち
方
、
ボ
ジ
シ
ョ
リ

ン
グ
の
他
、
練
習
に
対
す
る
姿
勢

な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
し
た
。
島
内
の
指
導

者
も
今
後
の
指
導
の
参
考
に
と
、

熱
心
に
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
浦
さ
ん
は
、
対
馬
市
上
対
馬

町
出
身
。
元
全
日
本
選
手
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
五
輪
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

な
ど
出
場
し
、
ス
ー
パ
ー
エ
ー
ス

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

「
目
標
と
す
る
選
手
や
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組
め
ば
う

ま
く
な
り
や
す
い
」
、
「
運
動
神

経
の
よ
い
子
も
い
る
の
で
対
馬
の

中
か
ら
県
大
会
で
優
勝
出
来
る
チ

ー
ム
が
で
き
た
ら
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
比
田
勝
中
学
校
坂
本

健
太
朗
く
ん
（
中
２
）
は
、
「
普

段
チ
ー
ム
で
は
練
習
し
た
こ
と
な

い
全
日
本
レ
ベ
ル
の
練
習
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
雰
囲
気
を
大
事
に

し
、
レ
シ
ー
ブ
や
ト
ス
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
い
け
ば
チ
ー
ム
が
強
く

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
の
保
護
と
啓
発
を
図
る
た
め

寄
付
金
付
き
自
動
販
売
機
６
台
が
、

市
役
所
と
各
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
食
品

メ
ー
カ
ー
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ー
ズ

（
九
州
支
社
）
の
協
力
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
売
上
の
一
部
（
清

涼
飲
料
水
代
金
の
約
２
％
）
が
市

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
基
金
に
寄
付
さ

れ
ま
す
。

　
寄
付
金
は
、
ヤ
マ
ネ
コ
保
護
や

自
然
環
境
の
保
全
、
研
究
の
た
め

の
事
業
や
自
然
環
境
保
護
団
体
の

活
動
推
進
、
啓
発
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
九
州
管
内
で
の
設
置

も
進
め
て
お
り
、
全
国
に
も
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

対
馬
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
指
導

　
２
月
８
日
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
Ｉ
Ｎ
（
つ
し
ま
）
「
対
馬
市
民
ス
ポ
ー

ツ
祭
り
」
（
対
馬
市
体
育
協
会
な
ど
主
催
）
が
豊
玉
町
で
開
催
さ
れ
、

小
中
学
生
を
対
象
に
陸
上
競
技
教
室
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
�

小中学生と一緒にジョギングする扇さん�

練習の方法を教える大浦さん�

対
馬
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
�
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　対馬銘菓かすまきなど地元の菓子が一堂に集まった「対
馬菓子博2009」が２月７、８日の両日、対馬市交流セン
ターで開かれました。
　特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）対馬郷宿が、かすま
きの魅力と島内で作られているお菓子を広く知ってもらお
うと主催したものです。15店舗から「かすまき」をはじめ
「たい焼き」、「ようかん」、「ロールケーキ」など甘い
菓子が販売されました。
　実演販売では、クレープや回転焼きなどの香ばしい香り
に誘われ、立ち止まる姿も見られ、お目当てのお菓子を買
ったお客さんは、早速、広場でほおばり、出来立ての味を
堪能。まさに「あまーい」一時を過ごしていました。

　対馬のトップレベルの作品が集結した、「対馬市民美術
展」が１月21日から上県地区公民館で、１月28日から対
馬市交流センターでそれぞれ５日間、開かれれました。
　市民美術活動の普及と振興を図ろうと開かれ、作品は市
民から公募されたものです。洋画26点、日本画4点、写真
20点、書6点、彫塑工芸30点の計86点が展示されました。
　洋画は、彼岸花、落葉、漁港や田園など対馬の自然、風
景を描いた作品などが展示され、訪れた人を楽しませてく
れていました。

　２月８日、対馬市交流センターで第２回対馬島の合唱祭（主
催同合唱祭実行委員会）が開催され10団体が参加しました。
合唱団体の練習成果を発表する場を作り、互いが切瑳琢磨
すると同時に、多くに市民に音楽文化と合唱の素晴らしさ
を知ってもらおうと昨年から行われています。
　峰町の東部中学校と上対馬町の南陽中学校の生徒、一般
から上県町のアガタドルチェが初参加し、合唱祭を盛り上
げてくれました。会場は澄み渡る美しい声とハーモニーが
多くの人々を魅了し、時が過ぎるのを忘れてしまうくらい
でした。最後は、参加した170人全員が「島唄」を合唱。
歌の魅力と生の声の素晴らしさを伝え、割れんばかりの拍
手でいっぱいでした。

　２月２日、上県町佐護地区において対馬市住宅防火モデ
ル地区指定書が交付されました
　対馬市消防本部が住宅火災による死者減少を目指し、住
民の防火意識並びに自主的な防火対策の高揚を図るため、
モデル地区として指定したもので、比田勝地区に続いて７
ヶ所目になります。平山美登区長は「地域ぐるみで防火意
識の向上に努め、住宅火災による死者などを絶対出さない
ようにします」と挨拶し、佐護へき地保育所幼年消防クラ
ブの子どもは「僕達は絶対に火遊びはしません」と力強い
防火宣誓を行いました。今後は、防火教室・消火訓練、住
宅用防災機器等の普及推進などを重点的に行う予定です。

熱唱した「コールカミーリア」ステージ衣装は手作りです。�

住宅防火モデル地区に指定

甘いお菓子が大集合

自信作がズラリ

　みんなで熱唱　島の合唱祭
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　２月９日、豊玉町漁協本所で魚の神経〆（じめ）学習会
が開催されました。対馬水産業普及指導センターが魚の鮮
度保持技術を習得し、漁価の向上に繋げようと開いたもの
で、約30人が参加しました。神経〆は、魚をしめる技術の
一つで、ピアノ線などの針金を使い、魚の脊髄を破壊する
ことで死後硬直を遅らせるため、鮮度を長持ちさせること
ができます。
　講師の長崎県漁連対馬事業所所長八島康平さんが早速マ
サバ、タイ、ヒラマサを使い実演。脊椎に針金が通ると、
魚が「ピクッ、ピクッ」と３回程尾びれを動かし、一瞬で
動きが止まっていました。千尋藻の原田文和さんは「手間
が掛かるが鮮度保持のためこのような技術を習得すること
はとても参考になりました」と話してくれました。

　厳原で活動している地域で子育てを楽しむ会（代表吉田千
鶴代さん）が、平成20年度ながさき子育て支援表彰（地域
子育て支援功労者の部）を受賞しました。この賞は、地域で
子育てを支援するための活動を行うグループや個人に贈られ
るもので同会は、「地域の子供はみんなの宝」をモットーに
毎週土曜日、読み聞かせや、絵画教室など開催し、地域の特
徴や季節感を生かしたさまざまな活動が讃えられました。
　代表者の吉田さんは「こういう時代だからこそ、いっそう
周りの人たちとのきずなを深めながら、昔、私たちが地域の
大人に見守られて育ったように子供たちを地域で見守ってい
きたいと」述べてくれました。

　２月13日から3日間、沖縄県で開催された2009ダンロップカップ全国
選抜ジュニアテニス選手権九州大会（14才以下シングルス）で、厳原
中学校２年西上尚志くん（対馬ＬＴＣ）が見事３位に輝きました。
　小学５年生から硬式テニスを始めた西上くんは、県大会で上位に入賞
するも九州大会では、なかなか実力が発揮できませんでした。今大会で
はシングルス２回戦で第３シードの相手を敗り、準決勝では優勝した相
手に接戦の末8‐5と、惜しくも敗れはしましたが、３位決定戦で8-2と
快勝しました。西上くんは「今回の経験が自信につながりました。今年
の夏に宮崎で開催される九州大会で上位に入賞し、全国大会の地を踏み
しめたい」と語ってくれました。また、２月10日には、平成20年度長
崎県スポーツ奨励顕彰も受賞し県内外での活躍が期待されています。

　99歳を迎えた上県町佐須奈の佐護ミツさんに、対馬市
から敬老祝い金を添えて褒状が贈られました。
　明治43年2月10日生まれのミツさんは、若い頃、駄菓子
屋と回転焼きを経営。時には子供たちに回転焼きを振る舞
う程、人に対し愛情深い一方、自分には厳しく曲がったこ
とが嫌いな人柄。現在は、特別養護老人施設「日吉の里」
を利用しています。
これからも長生きしてください。

美味しい魚に変身

ながさき子育て支援表彰を受賞

受賞を喜ぶ「地域で子育てを楽しむ会」の皆さん�

九州大会で３位の快挙

写
真
提
供

藤
江
信
雄

99歳（白寿）おめでとうございます
　　　　　　　　　　佐護ミツさん（上県町佐須奈）

慎重に針を通す漁師さん�
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健
脚
を
競
う
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
各
町
で
開
催

小学１年男子（800ｍ）

小学１年女子（800ｍ）

小学２年男子（800ｍ）

小学２年女子（800ｍ）

小学３年男子（1㎞）

小学３年女子（800ｍ）

小学４年男子（1㎞）

小学４年女子（1㎞）

小学５年男子（1.5㎞）

小学５年女子（1.2㎞）

小学６年男子（1.5㎞）

小学６年女子（1.2㎞）

中学1年男子（3㎞）

中学1年女子（2㎞）

中学2年男子（3㎞）

中学2年女子（2㎞）

阿比留史哉

阿比留実咲

前野　　匠

佐藤　紗良

須川　慶弥

a野　麻鈴

西山　　涼

中村　　圭

阿比留悠人

糸瀬　有沙

阿比留和弘

豊田　奈央

春田　勇馬

林　　千尋

小宮　雄大

阿比留絵里

3分40秒

★3分48秒

3分12秒

★3分12秒

3分46秒

3分06秒

3分31秒

3分52秒

6分11秒

★4分12秒

5分08秒

4分26秒

10分53秒

7分37秒

10分40秒

7分24秒

佐須奈小

佐須奈小

佐須奈小

仁田小

久原小

仁田小

仁田小

仁田小

佐須奈小

仁田小

佐護小

佐護小

仁田中

佐須奈中

佐須奈中

佐護中

上県町ジュニアロードレース大会結果

区　分
１　　位

★印は新記録

氏　名 記　録 学校名等

道脇裕次郎

日高　寛子

國分　　丈

斎藤　唯菜

中村　亮太

中里　透子

内山　圭悟

原田愛絵理

西山　　翔

佐伯　麻美

野本　恭兵

白石　燦来

佐伯　勇亮

西山　詩帆

丸尾　綾太

大山　由桂

3分45秒

★3分50秒

3分13秒

3分16秒

4分10秒

3分17秒

3分42秒

3分57秒

6分30秒

★4分13秒

5分43秒

4分31秒

10分56秒

07分50秒

10分51秒

7分38秒

佐須奈小

佐須奈小

久原小

仁田小

仁田小

佐須奈小

仁田小

仁田小

佐須奈小

久原小

久原小

仁田小

久原中

仁田中

佐須奈中

佐須奈中

2　　位

氏　名 記　録 学校名等

西山　虎正

内山　遥菜

島居陽雄馬

佐伯　春香

糸瀬　彪喜

小宮　里菜

春田　朱哉

梅野亜都美

春田　優成

早田菜々子

中村　祐太

前野はづき

惣島　栄一

糸瀬　朱那

東川　顕士

白石　瑞規

3分49秒

★3分53秒

3分17秒

3分19秒

4分11秒

3分21秒

3分47秒

4分01秒

6分44秒

4分32秒

5分58秒

4分50秒

11分10秒

8分20秒

11分01秒

7分40秒

仁田小

仁田小

佐護小

久原小

仁田小

佐須奈小

仁田小

佐須奈小

仁田小

久原小

仁田小

佐須奈小

仁田中

仁田中

仁田中

仁田中

3　　位

氏　名 記　録 学校名等

小学４年男子（1.5km）

小学４年女子（1.0km）

小学５年男子（2.0km）

小学５年女子（1.5km）

小学６年男子（2.0km）

小学６年女子（1.5km）

中学生男子（3.0km）

中学生女子（2.0km）

一般男子（7.5km）

ファミリー（1.0km）

根〆　聡司

山瀬　未来

佐護　賢也

早田　朱夏

三浦　健太

松原　由希

松井　佳太

松島　奈央

大森　常正

河本　岳志
　　　康成

5分37秒

3分40秒

7分03秒

5分43秒

6分59秒

5分18秒

9分57秒

7分11秒

25分22秒

4分20秒

北部小

塩浦JAC

久田小

塩浦JAC

久田小

久田小

知中

大船越中

厳原町

厳原町

美津島町あそうベイ健康マラソン大会結果

区　分
１　　位

氏　名 記　録 学校名等

川野　夏輝

春田菜々子

日高　綾哉

佐藤　希紀

井上　雄太

根〆佳奈美

山田　祐輔

長瀬　早紀

永嶋建一朗

日高　　睦
　　　璃子

5分58秒

3分41秒

7分03秒

5分43秒

6分59秒

5分41秒

10分25秒

7分21秒

25分23秒

4分20秒

厳原小

久田小

久田小

大船越小

大船越小

北部小

知中

知中

美津島町

美津島町

2　　位
氏　名 記　録 学校名等

山h　爽平

松村　優香

松村　慶太

田口　沙羅

井上　魁人

根〆優希菜

川辺健太郎

浦田帆乃香

川口　愛彦

井　　和彦
　　　真優

6分13秒

3分45秒

7分17秒

5分43秒

7分14秒

5分42秒

10分32秒

7分24秒

29分58秒

4分50秒

阿連小

塩浦JAC

大船越小

鶏鳴小

鶏鳴小

北部小

久田中

知中

厳原町

美津島町

3　　位
氏　名 記　録 学校名等

小学1年男子（1㎞）

小学1年女子（1㎞）

小学2年男子（1㎞）

小学2年女子（1㎞）

小学3年男子（1㎞）

小学3年女子（1㎞）

小学4年男子（2㎞）

小学4年女子（2㎞）

小学5年男子（2㎞）

小学5年女子（2㎞）

小学6年男子（2㎞）

小学6年女子（2㎞）

中学生男子（4㎞）

中学生女子（3㎞）

一般男子（5㎞）

一般女子（3㎞）

一般男子35～39歳（3km）

一般男子40～49歳（2km）

一般男子50歳以上（2km）

小松　弘毅

八坂真理愛

松尾　朋樹

阿比留　葵

中村　嶺志

三上ももか

根〆　聡司

山瀬　未来

長瀬　智彦

原田　莉帆

三浦　健太

松原　由希

松井　佳太

松島　奈央

武末　真輔

中庭　加代

村瀬　康展

法山　展廣

内山　徳博

4分02秒

4分24秒

3分54秒

4分00秒

3分40秒

3分45秒

7分32秒

7分49秒

6分55秒

7分33秒

6分56秒

7分10秒

13分35秒

11分18秒

16分20秒

14分41秒

★10分16秒

6分54秒

★6分54秒

厳原小

東小

豊小

豊玉小

西小

鶏鳴小

美津島北部小

塩浦小

久田小

厳原小

久田小

久田小

知中

大船越中

上対馬高

豊玉町

豊玉町

厳原町

厳原町

豊玉町マラソン大会結果

区　分
１　　位

★印は新記録

氏　名 記　録 学校名等

小島　優作

松村　乙香

扇　　　育

溝江　樹香

山口　智弥

中島　由佳

阿比留　魁

春田菜々子

日高　綾哉

早田　朱夏

井上　雄太

山田　美涼

早田　太一

長瀬　早紀

辻　　庄太

梅野寿美恵

－

島尾　英樹

國分美喜雄

4分03秒

4分24秒

3分54秒

4分05秒

3分41秒

3分56秒

7分38秒

7分56秒

6分56秒

7分41秒

6分56秒

7分38秒

13分46秒

11分27秒

16分53秒

14分52秒

－

8分18秒

8分59秒

比田勝小

豊玉小

西小

豊玉小

厳原小

豊玉小

豊玉小

久田小

久田小

塩浦小

大船越小

久田小

久田中

�知中

上対馬高

上対馬町

－

豊玉町

厳原町

2　　位

氏　名 記　録 学校名等

神宮　啓

手束　真帆

村瀬　壮希

阿比留　楓

播磨　洸樹

島居　美歩

梅野　真平

東岡　美歩

佐護　賢也

佐藤　希紀

井上　魁人

根〆優希奈

松原　弘輝

山本　彩乃

大森　常正

－

－

－

－

4分04秒

4分26秒

3分56秒

4分11秒

3分42秒

3分59秒

8分00秒

8分02秒

6分59秒

7分54秒

7分06秒

7分56秒

13分48秒

11分47秒

16分55秒

－

－

－

－

阿連小

阿連小

大船越小

塩浦小

厳原小

厳原小

豊玉小

豊玉小

久田小

大船越小

鶏鳴小

美津島北部小

久田中

豊玉中

厳原町

－

－

－

－

3　　位

氏　名 記　録 学校名等

　
１
月
25
日
、
あ
そ
う
ベ
イ
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
美
津
島
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
親
子

ペ
ア
で
、
１
㎞
の
走
行
タ
イ
ム
を

各
自
で
設
定
し
、
タ
イ
ム
の
誤
差

を
競
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
な
ど
に

約
3
1
0
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
２
月
１
日
に
は
、
豊
玉
町
で
第

30
回
豊
玉
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
約
4
5
2
人

が
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た

上
県
町
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開

催
さ
れ
、
小
・
中
学
生
約

2
1
5
人
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。
ど
の
大
会
も
元

気
よ
く
走
る
我
が
子
の
姿

を
カ
メ
ラ
に
撮
ろ
う
と

構
え
る
人
や
、
「
が
ん

ば
れ
」
と
手
を
叩
き
選
手

を
励
ま
す
人
な
ど
大
勢
の

人
が
詰
め
か
け
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
選
手
た

ち
は
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。




